
 １／３                                               
民間奨学金申請調書                  

平成２１年 ４月１９日作成 

 申請履歴：  月日  希望奨学財団名  申請履歴：  月日  希望奨学財団名  

月  日                月  日                 

月  日           月  日            

 
氏名：        東  大  学 

（漢字及びｶﾀｶﾅ）   トウ  ダイ ガク  

国籍 

中国 

 

 

氏名：        Tou Daigaku 

（ローマ字） 

生年月日：   19   ８× 年 １０月 １日 生 (２×歳)  性別  男・女 

住所（既渡日者のみ）：〒１１３-００２３ 

                           文京区向丘○-○-○ ○△アパート □□号 

電話： 

（携帯電話）： ０９０－１２３４－７８９０ 

E-mail：  toudai@○○.u-tokyo.ac.jp 

申請時の所属：        新領域創成科学  学部・研究科（学府・教育部） 学部・修士・博士 (  １ 年) 研究生 

学科・専攻名：     △○×専攻          学生証番号： ４７  － ○○○○○ 

翌年度の所属予定：４ 月 所属（予定）  同上  研究科（学府・教育部）学部・修士・博士 (２年))研究生 

 

 

 

 

学 

 

 

歴 

区 分 学   校   名 入学･卒業（修了）年次 

高等学校等 中国@@省-------高等学校 入学 １９９９年 ９月 

卒業 ２００２年 ７月 

大  学 ○△□×◎大学 入学 ２００２年 ９月 

卒業 ２００６年 ７月 

日本語学校等 ○○○○日本語学院 入学 ２００６年１０月 

卒業 ２００７年 ９月 

大学院 
（研究生） 

東京大学大学院＠＠＠研究科               入学 ２００８年１０月 

退学 ２００９年 ３月 

大学院 
(修士) 

東京大学大学院＠＠＠研究科 入学 ２００９年 ４月 

修了・退学  年  月 

大学院 
（博士） 

 

 

入学      年   月 

修了・退学   年   月 

 

職歴 

職種：プログラマー 

 

勤務先(所在地)： ○○○株式会社(日本)    ２００６年１２月から 

２００７年 ９月まで 

職種： 

   

勤務先(所在地)：                                       年  月から 

  年  月まで 

 

家族

状況 

 

氏     名 続柄 年齢 職業等(学校名・学年) 同居の有無  

東  ○○ 父 ６２ 定年退職 有・無 

○  ○△ 母 ５７ ○○電器公司 有・無 

○  □◎ 弟 ２４ 東京○○大学大学院修士１年・私費 有・無 

    有・無 

    有・無 

奨学金が必要な理由：                                                                                                        

   父親の健康状態が良くないため、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・                                                               

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。また、○○年○月以降、円高の影響によ

り、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

毎日、実験と研究に忙しく・・・このような状況ではアルバイトもできず、充分な学資が得られません。

以上により奨学金が必要です。 

こ
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は
、
奨
学
金
受
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び
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用
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金
の
支
給
の
た
め
に
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さ
れ
、
他
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目
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用
さ
れ
ま
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新領域から学内への推薦が決まった

奨学金のみ、記入してもらいます。 

新領域から学内への推薦が決まった

奨学金のみ、記入してもらいます。 



日本留学の目的と東京大学へ入学した理由： 

 

 

 

 

 

 

 

現在の研究計画： 

     

 

                                                    

                                                                                                            

 

 

 

 

 

 

       

卒業・帰国後の進路予定：                                                                     

    

 

 

 

 

 

 

 

課外活動・ボランティア等：                           

     

 

その他(自己ＰＲ、日本語能力、論文業績など)：    

     

 

 

 

 

※ 部局使用欄 （研究業績等）： 
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２／３ 

新領域教務係が記入。

空けておく。 

○○の△△△がこの数年大変注目を集めていますが、私の研究計画は、・・・・・・・

の・・・・・・・・・・・・・・・・・・に対する影響について・・・・・・・・・・・・・・・                                                                  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・するものであり、・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・です。 研究計画としては、まず・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

を行います。次に、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

行います。来年度には修士論文としてまとめたいと考えています。 

 

学部在学中から、・・・・・・・・・・に関する研究を志しており、日本はこの分野の研究では先

進的であり、技術や研究環境にもめぐまれております。日本で・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・を修得し研究をさらに充実させるためには東京大学への留学が必要だと思いまし

た。今後は・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

に関して優れた修士論文を書くことが目標です。 

 

修士課程修了後は、同専攻の博士課程に進学し、・・・・・・・・・・・・・・や・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・など・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・の高度な専門知識と最先端の研究技術を習得したいと考えております。博士課程修了後は、母国

に帰し、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・に関する研究を続け、・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・の関係の研究機関で・・・・・・・・・・・・・・・の研究開発に従事するの

が希望です。私の研究テーマである・・・・・・・は、・・・・・・という点において・・・・・・・・・

であり、日本および○○国にとって・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・です。 

大学在学中の２０○○年○月から２０○○年○月の間、○○大学学生会の○○として学生交流活動

の企画・運営に携わりました。また○○会で様々な・・・のボランティア活動を通じて国際的な活動

を行っています。さらに、部活動の○○クラブで、週に１，２回交流試合に参加しております。 

 

大学在学中から日本語を学んでおり、日本に来てから１年間日本語学校に通い、日本語能力試験

１級に合格しました。 

論文業績：（１）・・・・システムを用いた・・動物に関する・・・・・的研究 

（２）Research on ………………… 



 

 家計調書 ※渡日前の者は不要 

氏名 

 

 

東 大学 

宿舎区分（いずれかに○） 

 

1.ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾛｯｼﾞ（駒場） 

3.三鷹国際学生宿舎 

5.白金寮(女子） 

7.公営または公団住宅 

9.日本学生支援機構設置宿舎 

  

 

 

 

2.ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾛｯｼﾞ（白金台） 

4.豊島国際学生宿舎 

6.企業社員寮 

8.民間宿舎・アパート 

10.その他 

 

連絡先 ０９０ （ １２３４ ）－７８９０  

    （      ）－ 

E-mail  toudai@○○.u-tokyo.ac.jp 

入居期間 現在の宿舎（アパート等）の入居期間 

２００９年 ４月  ～ ２０１１年 ３月   

収支(最近の 3 ｹ月の平均額を記入、同居している配偶者、兄弟姉妹がいる場合はその収支も合算のこと) 

   収    入                            円    支    出                円 

仕送り（父）              0 住居費 55,000 

奨学金               0 食費 20,000 

アルバイト等 

(職種            ) 

RA 期間     ～     

TA(期間     ～     

チューター    ～    

ＣＯＥ      ～   

         0 

 

 

 

勉学費 

.................................................................. 

 

................................................................. 

 

................................................................. 

 

       

10,000 

 

 

 

配偶者等の収入(奨学金・バイト) 弟学習奨励費 70,000 交通費    5000 

貯金の取り崩し(預金額  万円)       20,000 貯金・雑費     0 

その他  その他     0 

   月額収入合計       90,000     月額支出合計 90,000 

授業料免除申請・結果状況(研究生を除く)    

  学期             状況            

2008 前期 全額・半額・不許可・申請中・申請せず   2008 後期 全額・半額・不許可・申請中・申請せず 

2009 前期 全額・半額・不許可・申請中・申請せず    

奨学金受給状況 07 年 名称         

（月額         円） 

採用期間     ～ 

08 年 名称  

      （月額         円）  

採用期間     ～ 

奨学金申請状況 09 年 名称 ○○育英会 

（月額  10 万    円） 

決定時期 200×年 3 月 

09 年 名称 

（月額         円） 

決定時期   年  月 

09 年 名称 

（月額         円） 

決定時期   年  月 

 直接応募の奨学金申請履歴：   

月日      奨学財団名     決定時期 

 直接応募の奨学金申請履歴： 

  月日      奨学財団名        決定時期 

４月○○日 ○△奨学会       10 月中旬 月  日                 

月  日            月  日            

  月  日 月  日                 

確認 平成  年  月  日  指導教員または留学生担当教員等確認欄（サイン）○○ ○○       

平成  年  月  日  指導教員または留学生担当教員等確認欄（サイン）                   

平成  年  月  日  指導教員または留学生担当教員等確認欄（サイン）          

３／３ 
※この調書（写）は、その学期中であれば、以下により、先に提出したものを修正して提出できます。 

記載内容に修正がある場合：修正して、下欄に確認のサインをもらってから、コピーを提出してください。 

記載内容に修正がない場合：そのままコピーを取り提出してください。ただし、最後に提出した日から１ヵ月を経過し 

        ていたら、下欄に確認のサインをもらってからコピーを提出してください。 
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仕送りする

人を書く。 

食費は抑え目に 

（本代等、勉学に必要な経費） 

柏は遠いので少し多めに 

貯金は無い方が良い 

収入合計と支出合計は同額にする 

日付は新領域

教務係が記入。

空けておく。 

 


